
n
豪
で
を
精
艦
に
記
入
ぜ
る
事
、
重
要
な
ろ
人
物
の
物
故
に
際
し
、
共
年
齢

を
託
煙
ろ
事
、
大
正
七
年
よ
サ
逆
算
し
れ
ろ
年
数
の
一
欄
を
設
け
詣
る
事
、

閨
一
日
μ
表
を
添
へ
六
ろ
塀
等
著
者
の
m
用
意
の
櫨
兄
ろ
べ
｝
・
も
の
あ
り
、
糞
ド
往
々
。

．
繍
宇
の
誤
謬
、
界
線
の
脱
落
あ
る
に
。
惜
む
べ
し
。
（
言
詮
堂
螢
行
、
儂
七

五
）
〔
申
村
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
む
　
　
ぷ
　
わ
　
　
ゆ
　
お
　
ゆ
　
タ
　
の
　
　
り
　
　
り

　
　
　
陰
虚
眼
に
映
ず
る
概
界
大
、
載
　
丈
學
博
士
　
箕
作
元
八
著

　
本
窯
は
読
者
が
今
次
大
戦
の
勃
搬
以
來
、
離
演
や
騰
誌
に
酸
時
獲
表
し
れ

る
難
局
に
關
係
深
、
℃
吏
二
十
二
編
を
忌
め
て
一
重
子
ミ
な
ぜ
う
も
の
な
り
。

載
す
る
所
「
税
臨
世
界
大
戦
胤
の
磁
相
及
由
來
，
」
「
近
東
に
於
け
る
獅
佛
外
交

の
今
昔
比
較
論
」
「
大
陸
葦
葺
の
今
昔
論
」
「
械
畏
地
整
理
に
圏
す
ろ
大
戦
前

の
英
猫
協
商
」
「
民
族
生
義
に
閣
で
る
猫
逸
悪
想
の
撚
調
」
「
ド
イ
ソ
の
被

征
服
者
に
製
す
る
熊
野
F
就
て
」
「
露
濁
乱
是
の
羅
臼
的
櫓
突
」
　
「
最
近
露

國
革
命
の
由
來
」
　
「
佛
露
革
命
比
較
論
」
「
ド
イ
ン
の
世
界
政
策
ご
我
口
本
」

　
「
災
眼
に
映
で
る
旧
卒
洋
ご
其
膀
來
」
の
諸
論
丈
よ
り
成
る
、
由
來
邦
人
の

現
世
界
の
形
一
勢
を
論
ず
る
者
多
く
提
橡
深
き
・
目
的
知
識
の
素
養
を
刷
け
る
を

以
て
、
献
五
言
訊
動
や
も
す
れ
ば
粗
放
を
免
れ
す
○
現
下
の
趨
勢
に
謝
し
竪
實

な
る
鯛
断
を
下
し
導
管
を
豫
二
五
ん
ミ
す
る
に
に
、
須
く
世
界
史
に
醐
で
る

知
識
を
培
養
㌦
現
在
の
曝
っ
て
語
る
所
を
明
か
に
し
，
且
吏
上
の
先
例
に

泣
意
す
る
を
要
す
。
本
書
各
篇
の
如
き
、
敦
れ
も
著
者
が
史
的
見
解
よ
り
し

て
蒔
局
を
戴
察
し
、
而
も
屡
盲
者
に
嚇
し
既
独
に
照
し
て
擁
立
す
る
所
あ
り

　
　
　
　
第
三
懸
　
　
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

型
置
じ
我
國
の
位
註
を
説
き
邦
人
を
纂
録
ぜ
る
鈷
多
急
を
以
て
、
一
般
人
士

の
締
讃
し
て
科
漏
す
る
所
甚
大
電
ろ
や
必
ぜ
り
。
薄
交
館
骸
行
，
慣
、
一
、
四

〇
）
〔
植
村
〕

　
　
　
働
恥
撫
糎
御
　
　
　
　

濱
田
麿
実
事

　
本
書
は
著
者
が
先
に
滋
外
留
學
中
、
東
京
文
科
大
回
の
市
河
三
喜
氏
ぐ
、
共

に
希
厭
内
地
を
族
行
ぜ
る
豫
書
紀
宥
な
り
、
筆
を
伊
太
利
轟
蛋
に
超
し
て
誰

典
の
澱
跡
ご
風
光
ご
を
説
け
る
後
、
邦
人
蓬
し
て
は
殆
ん
ぐ
」
最
勧
の
試
み
ぐ
」

も
云
ふ
べ
き
ク
”
－
卜
島
の
族
行
を
叙
℃
し
、
夏
に
㌔
ヘ
ロ
ポ
、
千
ソ
ス
摩
島
内
地

の
探
槍
…
を
載
せ
、
北
翌
翌
へ
の
一
歩
を
記
し
て
巻
を
終
れ
り
〇
四
六
鋼
本
文

三
買
除
頁
編
中
挿
む
薬
指
の
自
寓
逼
る
貴
重
な
る
寓
眞
を
初
め
圓
版
五

十
餓
赦
“
」
巷
ボ
地
三
一
赦
ミ
を
以
て
す
。
流
暢
着
る
本
丈
ず
、
劉
照
し
て
画
讃

希
膿
の
風
光
を
還
・
し
、
餐
馨
古
代
の
丈
些
、
北
あ
美
衛
の
一
般
を
窺

は
し
む
。
（
大
鐙
五
三
版
，
慣
、
二
、
七
〇
）

　
　
　
麟
鞠
響
塵
跡
諦
第
五
、
箋
毎
朝
鮮
総
都
府
巡
行

　
掌
編
総
論
府
刊
行
の
本
書
に
就
い
て
に
げ
去
る
大
正
圏
年
創
刊
の
際
詳
し

く
本
誌
上
に
紹
介
す
る
所
あ
叫
し
が
、
ホ
年
に
入
り
て
近
く
第
五
、
第
六
の

油
皿
朋
を
出
版
で
う
に
’
直
れ
勇
。
耽
ハ
の
髄
裁
に
す
．
へ
て
前
四
巻
に
同
じ
く
、
　
・
入

形
美
塞
に
し
て
、
取
む
ス
灰
弗
五
腓
は
薪
羅
統
一
時
半
の
佛
嫌
類
、
各
種
の

古
筑
．
第
六
班
は
高
麗
時
代
の
遺
跡
、
何
れ
も
籔
百
子
、
誌
代
の
商
物
逡
蹟

第
四
號

一
八
一

（
七
コ
）


